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１．ねらい 

 直播栽培における多くの一発処理除草剤

の使用基準での使用可能期間は、イネ 1 葉

期から雑草ヒエ 2.5 葉期までである。寒冷

地においてはイネの生育は遅く、適期に散

布できる期間 (日数) が短いため、一発処

理除草剤の散布時期を逸しやすい。そこで

ピラゾレート粒剤を少量散布して初期に発

生する雑草を防除し、一発処理除草剤と組

み合わせる「先手必勝型」雑草防除体系が

開発された (三浦ら 2012) 。 

ピラゾレート粒剤の少量散布は、これま

で落水管理後の再湛水時の使用であった

が、農薬の使用登録が拡大されて、播種機

に装備された専用散布機による播種時散布

が可能となった。この場合は一発処理除草

剤散布までの日数が長くなり、除草効果の

低下が懸念される。水稲播種時からノビエ

1 葉期までの使用可能期間に注目して、ピ

ラゾレート粒剤少量散布の一発処理除草剤

との組み合わせを検討した。 

 

２．試験方法 

1) ポット試験 

ポット試験は 2011 年 4 月 23 日から 5 月

23 日の期間に、代かき後の水田土壌を充填

したポットを用いた。ピラゾレート粒剤 

(有効成分含有率:10％) について、標準量 

(10 a あたり使用量 3 kg)に相当する 19.11 

mg、少量 (10 a あたり使用量 1.5 kg)に相当

する 9.56 mg を処理した後、経時的にタイ

ヌビエを播種した。またピラゾレート無処

理区を設置した。試験は 3 反復で行った。 

2) 圃場試験 

(1)耕種概要 

2012 年に、秋田県農業試験場水田圃場 

(細粒グライ土、2a) において水稲品種「あ

きたこまち」を供試して実施した。耕耘は

4 月 29 日、代かきは 5 月 6 日、播種は 5 月

10 日とした。10 a あたりの播種量は乾籾換

算で 4.6 kg とし、過酸化カルシウム粉粒剤

(重量比 100 %)を粉衣した種子を播種した。

播種後は 8 日間落水し、5 月 19 日に再湛水

した。 

(2)ピラゾレート粒剤処理 

ピラゾレート粒剤は、5 月 10 日の播種時

に 10 a あたり 3 kg (以下、播種時標準量区)、

再湛水後の 5月 19日に 10 aあたり 3 kg (以

下、再湛水後標準量区) 及び同 1.5 kg (以下、

再湛水後少量区) 処理した。2 反復。除草

剤を処理しない無除草区も設置した。 

 

３．結果及び考察 

1) 少量区では処理後 5 日までの播種、

標準量区では処理後 11 日までの播種で

発生したタイヌビエを 60%以上防除で

きたと考えられ、少量区でのピラゾレー

トの残効性は標準量区より 6 日間短縮

したと考えられた  (図１) 。  

2) 圃場試験では、イネ 1 葉期にあたる 6

月 1 日の雑草の枯死率は、播種時標準量

区、再湛水後標準量区、同少量区ともに

全ての草種に対して 90%以上と高く、い

ずれも除草効果が高かった (表１)。  

3) 圃場試験においてイネ 1 葉期にあた

る 6 月 1 日のノビエの葉齢は、播種時標

準量区、再湛水後標準量区、同少量区で

それぞれ 2、1.5、2 であった (表２)。再

湛水後少量区において、イネ 1 葉期でノ

ビエの葉齢は 2 に留まり、ノビエ葉齢

2.5 までを処理時期とする一発処理除草

剤を適用できた。  

4) 播種時散布で、ピラゾレート粒剤を

少量散布する場合は、イネの葉齢で定め

られる使用早限が、イネ 1 葉期よりも早

い一発処理除草剤との体系処理など、一

発処理除草剤の早い散布が必要となる  

(図２)。  

 

 ４．まとめ                           

 水稲湛水土中直播栽培における初期剤の

ピラゾレート粒剤の少量散布 (10 a あたり

使用量 1.5 kg) は標準量散布 (10 a あたり

使用量 3 kg) に比べて残効が短くなること

から、播種時のピラゾレート少量散布では、

イネ１葉期より前に散布できる一発処理除

草剤との組み合わせが必要となる。 
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ノビエ 一年生広葉 イヌホタルイヘラオモダカ オモダカ

標準量 播種時(5月10日） 22 3kg 90.0 95.0 90 100 96.0

再湛水後(5月19日） 12 3kg 99.5 99.5 90 100 95.0

少量 再湛水後(5月19日） 12 1.5kg 99.5 97.3 92 100 95.0

1)　除草効果は、イネ1葉期にあたる6月1日に調査した。

2)　枯死率＝１００－（試験区の雑草乾物重÷無除草区の雑草乾物重×100）として求めた。

3)　代かき5月6日、播種5月10日、乾籾換算4.6kg/10a(過酸化カルシウム粉粒剤1倍量粉衣）播種。播種後8日間落水後、再湛水。

散布量
散布から
イネ1葉期

までの日

10aあたり

ピラゾ
レート粒

草種別の枯死率(%)
散布時期

表 1 圃場試験における再湛水後の少量散布としたピラゾレート粒剤の除草効果 (2012 年） 

図 1 ポット試験におけるピラゾレート粒剤処

理後経時的に播種されたタイヌビエの枯死率  

1) 図中の縦棒は標準誤差を示す。 

草種

ノビエ イヌホタルイ 一年生広葉

標準量 播種時 2012 2 2 本葉2

再湛水後 2012 1.5 1.5 本葉2

2013 1 1 -

少量 再湛水後 2012 2 2 本葉2

無処理 2012 3.5以上 3 -

2013 3 2 -

1)　雑草ヒエは，タイヌビエとイヌビエを含む。一年生広葉は主にアゼナを含む。

2)　イネ1葉期は2012年6月1日、2013年5月28日

3) 表中 - は調査を行っていないことを示す。

散布量 散布時期 年次

表 2 圃場試験におけるイネ 1 葉期の各種雑草の葉齢(2012～2013 年） 

播種後日数 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

栽培管理 再湛水

ノビエの生育 発生前 2L以上

除草剤処理
ピラゾ

レート

除草効

果低下

一発
処理剤

ノビエの生育 発生前 2～3L

除草剤処理
ピラゾ

レート

一発

処理剤

ノビエの生育 1L 2～2.5L

除草剤処理
ピラゾ

レート
防除

一発
処理剤

ノビエの生育 1L 1.5L

除草剤処理
ピラゾ
レート 防除

一発
処理剤

再湛
水後

少量

標準
量

散布
時期

散布
量

少量

標準
量

播種
時

ピラゾレー
ト粒剤

イネの生育 播種
出芽
始め

1L

除草効

果低下

除草効

果低下

図 2 ピラゾレート粒剤播種時散布における除草体系 
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